
★準備委員会の委員を対象に現山岡中学校の見学会が開催されました。
日 時 令和5年８月2日（水）、6日（日）
参加者 ３１名
※教育活動学校事務部会の皆さんは別日に見学されました。

（報告）
恵那南地区統合中学校は現山岡中学校を増改築し活用することになりました。委員の皆様に

は各部会での検討の参考とするため、現山岡中学校の校舎を校長先生、教頭先生に案内してい
ただきました。
また、土砂災害警戒区域についても事務局から現地を確認しながら説明を受けました。

（意見）
・普通教室が狭い感じ。
・トイレが少ない。
・網戸のない場所がある。
・特別教室にもエアコンが欲しい。
・引き渡しの時に車がスムーズに動ける同線が必要では。（生徒が多い）
・新中学校なら机なども新しくしてほしい。
・更衣室が狭い。

（見学を終えて）
それぞれの部会の中で、委員の皆さんの意見も取り入れ、生徒が過ごしやすい環境を検討して
いきます。
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斜面の方向
（土砂が流出する恐れのある方向）

法面ア

山岡中学校周辺の
土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）

法面エ

法面ウ
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土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）の見学
学校敷地周辺には、土砂災害防止法の規定により、土砂災害特別警戒区域（レッドゾー

ン）に指定されている区域があります。現場見学会では、敷地内に土砂が流入する恐れ
のある３箇所の土砂災害特別警戒区域を実際に見学しながら、土砂災害特別警戒区域
の現状、指定条件と解除条件、防災工事に関する説明を受けました。

法面「ア」 法面「イ」

法面「エ」 防災工事施工事例
(令和4年度大井第二小学校)

土砂災害特別警戒区域の現状と指定条件
土砂災害特別警戒区域は、高さ5ｍ以上かつ角度が30度以上の法面について指定さ

れる区域です。敷地内に土砂が流入する恐れのある法面「ア」「イ」「エ」は、それぞれ高さ
が6mから16ｍで、角度は最も急な部分で32度から40度となっており、それぞれ指定
基準を満たすことから土砂災害特別警戒区域に指定されています。

土砂災害特別警戒区域の解除に向けて
土砂災害特別警戒区域の解除に向けて、既に防災工事にかかる設計に取り掛かってい

ます。防災工事については、令和４年度に施工された大井第二小学校の事例があります。
（右下の写真は大井第二小学校の防災工事の完成写真です）防災工事施工後は、岐阜県
の検査を受け、指定要件を満たしていないことが確認されると、土砂災害特別警戒区域
の指定が解除されます。


